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ビレ ヨ ウ の 水 浴 
磐 瀬 太郎! 
Bathing by Butterflies 

By TAso IwAsE 





チョ ウ と 水 と の 関係 と いえ ば , 第 1 に 思い 当る の は , 湿地 に 集 る チョ ウ の mud-puddling で あり , と の 例 
は 順 る 多い . これ が あぶ れ た $ の 集団 で ある と いう Ausrin H. CrAsck の 説 は 注目 に 価 す る (CU, S. National 
Mus. Bul. no 157,1932). 第 2 は 口 か ら 液 体 (人 の 汗 や 自己 の 排 港 物 を 含む ) を 吸い な が ら , 尻 か ら 液 体 を 出 
す 行 動 で . セセリ チョ ウ な ど に 多く 見 られ る ( 新 昆 虫 8 差 5 号 , 1955). これ は 或 る 種 の が に も 例 が あり , 水中 
の 微量 成分 を 摂取 する の か と も いわ れ て 居り , pumping と いわ れる ( 易 類 通信 13 号 , 1958). 第 3 は 口 物 で 水 を 
吸っ て , それ で 身体 を 洗う 動作 で , Aricg し . Hopr 夫人 の オオ カバ マダ ラ の 観察 例 が 紹介 さん て いる . これ は 
washing と いわ れる ( 新 昆虫 11 巻 13 号 , 1958). 

第 4 の も の は , ここ に 紹介 する 2 つの 例 で , 共に 「 チ ョ ッ ウ の 水浴 」bathing と いわ れ て いる . 

第 1 例 ミド リヒ ョ ウ モ ン の 水浴 (武藤 明 : と つく り ば ち 8 号 , 1959, 石川 な し の 会 ) 「9 月 28 日 (1958), 
金沢 市 別所 町 の ある 浴 当 用 溜め 池 で , ミド リヒ ョ ウ モ ン Argynnzs paphia geisha Hruwme の 18 の 水浴 
(Bathing) を 観察 し た . 池 の 面 積 は 約 150mz。 浮 葉 植物 は 殆ど な く , 水面 は 開け て お り オ オル リボ シヤ ンマ の 総 
ば り が 見 られ た . 午後 2 時 26 分 ミド リヒ ョ ウ モ ン 1 8 が 飛来 し , 池 心 部 近く に 至っ て 水面 に 降下 し 水浴 後 , 対岸 
の 疎 林 へ 飛 去 っ た . 」 

第 2 例 アゲ ハチ ョ ウ の 水浴 (松浦 誠 : ひら くら 7 巻 2 号 , 1963, 三重 昆虫 談話 会 ) 「 風 が や や あっ た が 暑い 
と も いえ る 陽射し の 昨年 (1962) 6 月 16 日 , 藤枝 君 と 2 人 で 伊勢 中 川 へ 午後 か ら ウ ラジ ロミ ドリ シジミ を 採集 に 
行き , 中 村川 の 堤防 に 添っ て 歩い て いく と , 我々 の 眼 の 前 を 風 に の る よう に 横切っ て 飛び 夫 っ た アゲ ハチ ョ ウッ 1 
$ が , 川 の 流れ の 水面 すれ すれ に 降り て 飛ん で いた か と 思う と , 麹 を V 字 状 に し た まま 上 か ら ま っ すぐ 落ち る よ 
うに 体 ど ご と 水中 に 入っ た . この 時 , 麹 も 1 cm か それ に 満た ぬ 位 水中 に 入っ た か と 思う が , を の まま 流れ に 没 す 
る か に 見 えた が 少し 流さ きれ て すぐ 水面 を 離れ て 飛び は じ め , 対岸 に つく まで に , 15m 位 の 川幅 を 併せ て 5 回 , 同 
じ と と を 繰返し た . 対 涯 に つい て か ら は 我々 の 眼 に は 正常 に 飛 次 し て いた . 眼 の 前 を 横切っ た 時 みた 目 に は 完全 
品 で 飛び 方 も ゃ 変っ た 処 は な か っ た ・.」 

松浦 氏 は 「 ど うい う 意 味 が ある の か 分 ちら ない が , 面白 いと 思っ た の で 記録 し て お く .」 と だ け の べ て 居 ら れる 
が , トン ボ の 研究 に 詳し い 武藤 氏 は 「Bathing は 晴 上 幅 目 等 で し ば し ば 認め られ る 」 と し , この 行動 は 生殖 水域 
以外 で も 行わ れる こと が あり , 数 種 の トン ボ の 8 で 見 て 居 ら れる . その 原因 と し て , Q①) 体 温 を 降下 させ る . (2) 水 
を 摂取 する . 3 寄生 虫 と の 関連 等 を 考え て 居 ら れる が , まだ 明か で は な いと し て 居 ら れる . 

チョ ウ は トン ボ と ちがっ て 。 川 や 池 に 対す る 直接 の 関係 は な い . し か し , 体温 調節 の 必要 は あろ う . mud- 
puddling, pumping, washing, bathing 共に これ に 関係 が ある か も 知れ な い . mud-puddling は あぶ れ た 3 
の 行動 と いわ れ て いる が . 9 月 28 日 の ミド リヒ ュ ョ ウ モ ン は , 越 夏 変 尾 後 の 個体 と 思わ れ , いわ ゆる spent (spend 
し た も の , 生殖 行為 を 終っ た も の ) で あっ た ろう と 思わ れる . 6 月 16 日 の ナミ アテ アゲハ の 方 は 完全 品 で あっ た < 

チョ ウ の 成虫 に 外部 寄生 する ヌカ カ な どの 例 は , 日 本 で は まだ 少な い が , ダニ の 例 は 割合 知ら れ て いる ( 新 昆 
虫 6 巻 12 号 , 1953, 同 7 巻 4 号 , 1954). 外国 で は チョ ウ に 寄生 する ヌカ カ , ノミ バエ な どの 例 は 多い が ( 丘 英 
通 , 朝比奈 正二 郎 : 吉田 博士 祝賀 記念 論文 集 。 1939), 水浴 の 例 は まだ 知ら れ て いな い . 枝 重夫 氏 は トン ボ が 明 
か に 水 を 摂取 する た め に 水浴 する 例 を 報告 し て 居 ら れる が , チョ ウ は 口 器 の 構造 も ゃ 異 る し , わざ わざ 水面 に 降り 
て 水 を と る 必要 は ある まい と 考え る (Tombo 3 巻 3/4 号 , 1960). 

今回 紹介 し た 日 本 の 2 例 は , と も に る で あっ た . と れ は 偶然 で あろ うと 思う が , トン ボ で も 8 に 例 が 多い と す 
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れ ば , 何 か 性 別 と 関連 が ある の か も ゃ も 知れ な い . いずれ に せよ , も っ と 観察 例 を ふやし , 研究 し て 見 る 必要 が ある 
と 思う . (18/V 1963) 


Summary 


Two instances of “bathing” by butterflies are recorded. 

1) a, probably spent, Argynnis paphia (Nymphalidae) dipped into the heart of a small pond (ca. 
150 sq.m.), took “bathe”, and flied away into the bush beyond, at p.m. 2.26, Sept. 28, 1958, in 
Kanazawa-city (Mr. Akira TAksro reported). 

2) a seemingly perfect 3 Papilio zuthus, while having sailed across a brooklet (ca. 15m. wide), 
suddenly dived into the water as deep as 1 cm. with V-formed wings, skipped up and dipped 
again five times, until it reached safely to the opposite side, in the afternoon of June 16,1962, in 
Mie-prefecture (Mr. MAkoro Marsuura reported). 

The causes for such behavior are to be investigated. 








台湾 より 未 記録 の シロ チョ ウー 種 
村 山 修 一 り ・ 下 野谷 豊 一 2 





An unrecorded Catogpsilia from Formosa 


By San0-rrr MurayamMa and ToyokAzu SHIMONOYA 


Catopsilia scylla LINNE モク セイ キシ タシロ チョ ウ ( 新 称 ) 
1 e, 台湾 省 台東 県 大 武 郷 , 25.Nov. 1962, 余 清 金 氏 採集 
今回 台湾 より 新た に 記録 され る scyz は 広く 南方 に 分 布 する 普通 種 で Java 産 に 基き 命名 され た も の 原 亜 
種 は Java, Sumatra, Siam, Malay, Bawean, Bali, Lombok の 諸島 に 分 布 す る が Siam, Malay の も の 
は 斑紋 の 発達 が 弱い と いう , 表面 前 次 白色 , 後 現 黄色 を 呈し , 裏面 は 黄色 の 地 色 に 紫 紅 色 の 斑紋 を 有する . 8 は 
多分 , 前 次 外縁 及び 前 縁 が 黒く 痛 ど られ る ほか , 中 室 端 に 小黒 点 を 有する だ け の も の と 思う . 標本 を 提供 され た 


余 清 金 氏 に 深 員 する 











Resumé 


In this time, we record newly Catopsilia scylla LrmnNE from Daibugo, Daito-ken, Formosa, (East 
coast of Formosa) in 25, November, 1962, collected by Mr. Yu Criinc Kir. 
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